
多くのお客様をお迎えし好

天にも恵まれ、第２回運動会

を無事に終えることができま

した。昨年と比べ倍以上の児

童生徒数になり、より運動会

らしくなったことはもちろん

ですが、子ども達が元気良く

全力で取り組む姿が、本当に

気持ちよく感じることのでき

た運動会になりました。

開会式の児童生徒会長あい

さつがとても素晴らしく、私

は急きょあいさつの内容を変

えました。いろいろな場で呼

びかけている「３つの(あ)」

について、元気の良い声をた

くさん聞かせてほしいこと、

勝っても負けても全力を尽く

すこと、競技の後にはお互い

をたたえ合ってほしいことの

３つをお願いしました。

子ども達はその３つをとて

も良く実践していたと思いま

す。何よりも大変元気があり

ました。予行練習の時に比べ、

はるかに大きな声が出ていま

した。みんなの声の大きさか

らも、１人１人のやる気が伝

わってきました。

それ以上に素晴らしかった

のは、全ての競技・演技に誰

もが全力で取り組んでいたと

ころです。赤組と白組に別れ

て勝敗を競ってはいますが、

勝っても負けても全力で取り

組むことが一番大切であり、

そういう経験を通して自分を

磨いていくことができるのだ

と思います。お互いに勝利を

目指して頑張りますが、負け

たからといってそれまでの努

力が無駄になるわけではあり

ません。勝敗にこだわりすぎ

て、結果が予想できたところ

で諦めて手を抜いてしまうの

は、大変見苦しく何の力を付

けることにもなりません。

運動会が終わって解散する

前に、子ども達にはもう一度

「勝っておごらず負けてくさ

らず」という話をしました。

勝っても負けてもお互いの頑

張りをたたえ合うことができ

る、そういう経験が人間を大

きくしていくことにつながる

と思います。それが今回の

「あとかたづけ」であり、最

後まできちんとできた素晴ら

しい運動会だったと思います。
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いよいよ運動会が始まります

なかなか入らない「玉入れ」

とても力が入った「綱引き」

多くのお客様のお陰で大変盛り上がった運動会になりました

運動会の定番「フォークダンス」



たくさんのお客様のご協力

により、とても和やかな雰囲

気の中で思っていたよりスムー

ズに運動会が行われました。

保護者種目はもちろん、一

般種目等にも多くの皆様に快

くご参加いただき、大変嬉し

く思っています。ご参加くだ

さった来賓の皆様からの感想

を、一部紹介させていただき

ます。

①立派な運動会、生徒が皆さ

ん本気なのが何よりも嬉しい

です。外から出来るお手伝い

をさせていただくだけですが、

今後も何かご相談あればいつ

でもお話をしたく、引き続き

宜しくお願い申し上げます。

②子供達の一生懸命な姿に元

気をもらいました。ここドー

ハでの生活は大変なことも多

く、児童生徒の皆さんも苦労

されていることと思いますが、

安全で平和な中で学校生活を

送れるのが何よりと思います。

綱引きで、リレーで泣いてし

まった子がいましたが、大丈

夫でしょうか。きっと悔しさ

が将来の飛躍につながること

と思います。玉入れで、子供

に対して勝ち誇る大人達の姿

も印象的でした。

③非常に温かいムードで全体

が一体感にあふれた運動会で

あったと思います。この雰囲

気、空気はドーハ日本人学校

ならではの素晴らしいものだ

と思います。どんな行事にお

いてもどんな場面においても、

全力で取り組む児童生徒の一

生懸命さと、そしてそれを支

えられる先生方の熱意が、あ

わさって出てくるものだと感

じています。今後も応援して

いきます。

いつも思うことですが、保

護者の皆様をはじめ、日本人

学校を温かく見守り応援して

くださる方々のお陰で、この

ように楽しく充実した活動が

できるようになってきました。

そうした陰で支えてくださる

多くの方々の期待に応えるこ

とができるよう、私達はさら

に気を引き締めて頑張ってい

かなければならないと気持ち

を新たにしています。
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門司大使はじめ来賓の皆様

温かい励ましを受けた閉会式

見ているだけでも手に汗握るとても力が入った「綱引き」

「よさこいソーラン」：多くのお客様の前で最高の演技でした



運動会が終わって間もあり

ませんが、来週の火曜日には

｢砂丘マラソン｣が計画されて

います。昨年の経験者は良く

分かっていると思いますが、

砂の上を走るのはとても難し

いのです。みんな一様に大変

だったと言っていましたが、

同時にとても貴重な経験になっ

たことを喜んでいました。

今回もこの国ならではとい

う体験にしたいと思っていま

すが、多少心配な点がありま

す。それは、運動会前から体

調を崩している子どもがとて

も多いことです。今週に入っ

ても欠席者が続いていて、残

念ながら全員が揃ったことが

ありません。しかし体調がす

ぐれないとき、決して無理を

してはいけません。しっかり

と休養し、１日も早く元気を

取り戻してほしいと思います。

体育的な行事は、体調がす

ぐれないと楽しさが半減して

しまいます。頑張ろうという

気力もなくなります。健康で

あることの大切さを、改めて

考えるこの頃です。

もう１点気になっているこ

とは、中間休みのマラソンの

ことです。１２月の半ばから

行っていますが、昨年に比べ

て走っている回数がずいぶん

減ってしまったように思いま

す。少なくても３周以上走り

ましょうと呼びかけて始まり

ましたが、３周走ると終わっ

てしまうことがほとんどで、

それ以上頑張っている子ども

はごく少数でした。

日本に比べて、絶対的な運

動量が不足するこの国の生活

では、間違いなく持久力が落

ち込んでいきます。よほど意

図的に取り組まない限り、現

状を維持することも難しいと

思います。これは、かつてこ

の国で３年間生活して、私自

身痛いほど感じたことです。

体力的にも運動能力の面でも、

滞在年数が長くなるほど落ち

込みが大きくなっていく子ど

も達と接してきて、何とかし

たいと思う最大の課題でもあ

りました。

海外で健康に過ごすために

は、何にでも挑戦しようと思

う前向きな気持ちを持つこと

が一番だと思います。しかし

限られた期間しか戸外で活動

できないという事実は変えら

れません。与えられた条件の

中で、子ども達の健やかな成

長のためにできる限りのこと

をする。砂丘マラソンもそん

な機会にしたいと思います。
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体調に合わせ無理をしないように

元気なときは自分に挑戦しよう

開校時玄関に設置してもらっ

た学校名の看板が、色落ちな

どの痛みが目立ってきたので、

先日新しいものに取り替えま

した。それに合わせ、ゲート

横の壁にも同じように校名の

看板を設置しました。

今までは砂で汚れた看板を

きれいにすることがなかなか

できませんでしたが、新しい

ものは管理もしやすく助かり

ます。また入り口がわかりに

くく、迷われたり学校を間違っ

て訪れたりする人が多かった

のですが、そういう間違いも

減らせると思います。

玄関に掲げた看板を新しくし、ゲート横にも設置しました

学校の「看 板」を新しくしました


